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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽歯車に接続された駆動軸と、
　遊星キャリヤに接続された被駆動軸と、
　第一切換位置においてはハウジングに接続され第二切換位置においては太陽歯車に接続
される内歯歯車と、
　前記駆動軸を同心状に取り囲むと共に太陽歯車に係合されたハブと、
　当該ハブを同心状に取り囲むと共に、当該ハブに対して所定の第一の径方向の遊びを有
していて当該ハブに対して摺動可能であり、第一切換位置においては当該ハブと係合せず
、第二切換位置において当該ハブと係合する摺動スリーブと、
を備えた、工作機械のための遊星歯車装置において、
　前記摺動スリーブ（５）は、前記内歯歯車（４）から離れた側の端において、前記ハブ
（６）に対して同心状に配置された中央直径部（７）を有しており、
　当該中央直径部（７）は、摺動スリーブ（５）がハブ（６）との係合位置である第二切
換位置にある時に、前記ハブの軸に対して同心状に当該ハブ上に形成された中央カラー（
８）に前記第一の径方向の遊びよりも僅かな第二の径方向の遊びで係合する
ことを特徴とする遊星歯車装置。
【請求項２】
　前記中央直径部（７）の接近の際に最初に前記中央カラー（８）と接触する、前記中央
直径部の摺動方向を横切って延びる前記中央直径部の縁部には、傾斜が設けられている
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ことを特徴とする請求項１に記載の遊星歯車装置。
【請求項３】
　前記中央直径部の接近の際に最初に当該中央直径部（７）と接触する、当該中央直径部
（７）の摺動方向を横切って延びる前記中央カラーの縁部には、傾斜が設けられている
ことを特徴とする請求項１または２に記載の遊星歯車装置。
【請求項４】
　前記中央直径部（７）の前記ハブ（６）とは反対の上面に、摺動スリーブ軸受（１３）
を摺動スリーブ（５）に固定するための固定リング（９）が設けられている
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の遊星歯車装置。
【請求項５】
　前記固定リング（９）は、収縮されている
ことを特徴とする請求項４に記載の遊星歯車装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特許請求の範囲の請求項１の上位概念に従う、特には工作機械のための、遊
星歯車装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常一段あるいは多段の遊星歯車装置として形成されるような遊星歯車装置は、特には
、工作機械の駆動ギヤ、並びに、回転加工、切削加工及び成形加工の中枢部に適用される
。切換可能な遊星歯車装置は、高トルクまたは高回転数による種々の材料の加工時の工作
機械の柔軟性を高めるべく、主スピンドルモータの出力バンド幅を拡大する。例えば、２
つの伝達段が形成され、その場合、一方では、太陽歯車と接続された駆動軸が、内歯歯車
と結合され得て、他方では、当該内歯歯車がハウジングと結合され得る。遊星歯車キャリ
アは、被駆動軸に接続されている。
【０００３】
　本件出願人によるＤＥ－Ａ－１９９１７６７３から、ハウジング内で転がり軸受によっ
て軸支された駆動軸と被駆動軸とを備えた２段の遊星歯車装置が知られている。この駆動
軸は、太陽歯車と結合されており、当該太陽歯車は、遊星歯車と係合しており、当該遊星
歯車は、遊星ピン上で遊星キャリアに軸支されている。当該遊星キャリアは、噛み合い結
合によって、前記被駆動軸に接続（結合）されている。当該遊星歯車は、内歯歯車と係合
しており、当該内歯歯車は、転がり軸受によってハウジング内または遊星キャリア内に回
転可能に軸支されており、噛み合いによってハブに結合されている。当該ハブは、外側の
歯（係合歯）によって、摺動スリーブの第一部分と回転しないように結合されている。摺
動スリーブ上に、転がり軸受が設けられている。また、ある外側部分が、ハウジング内で
軸方向に移動可能に、軸受ボルト上に案内されており、これにより、当該外側部分の軸方
向の移動が、転がり軸受上で伝達される。
【０００４】
　摺動スリーブは、三つの切換位置をとることができる。すなわち、中立位置と、内歯歯
車が結合歯を介してハウジングと結合される第一切換位置と、内歯歯車が受容歯（Mitnah
meverzahnung）及び噛み合い接続部を有する結合部を介して太陽歯車と結合される第二切
換位置と、である。当該結合部は、この場合、駆動軸と回転しないように接続されている
。
【０００５】
　摺動スリーブの移動は、ここでは、切換装置によって行われる。そのアクチュエータは
、モータ付きの切換ユニットあるいはソレノイドであり、そのローターは、本来的（trie
bmaessig）に摺動スリーブと接続されている。
【０００６】
　現在の工作機械においては、回転数、揺れ値（Schwingwerte）及び精度に関する要求が
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、ますます増大している。工作機械の駆動部の一部である遊星歯車装置は、この場合、揺
動（揺れ）源であり得て、その揺動は増大された回転数と共に増大され、これによって加
工処理されるべき表面が不利に影響される。
【０００７】
　この揺動の原因は、とりわけ、遊星歯車装置内のアンバランスに基づいている。摺動ス
リーブのような切換部は、「遊び」を必要とし、このためにそれは移動され得る。「遊び
」は、他方で、同心状でない動作を導いて、アンバランスを生じさせる。例えば、１．６
ｋｇという通常の重量を有する摺動スリーブが中立位置から０．１ｍｍだけ移動される場
合、それによって発生されるアンバランスは、すでに１６０ｇｍｍに達し、これによって
非常に大きい揺動が発生する。高回転数（ｉ＝１：１）での遊星歯車装置の作動時にも、
ワークピースの表面の正確な加工が要求されるが、これは、低振動の工作機械でのみ達成
され得る。
【発明の開示】
【０００８】
　本発明の課題は、高回転数でのワークピースの加工時に揺動が生じないかほんの僅かの
揺動しか生じない、というような遊星歯車装置を提供することである。
【０００９】
　導入部において説明された類の遊星歯車装置から始まって、前記の課題の解決は、特許
請求の範囲の請求項１の特徴部分に記載された特徴によって、なされる。有利な実施の形
態が、下位請求項中に記載されている。
【００１０】
　本発明は、太陽歯車に接続された駆動軸と、遊星キャリヤに接続された被駆動軸と、第
一切換位置においてはハウジングに接続され第二切換位置においては太陽歯車に接続され
る内歯歯車と、前記駆動軸を同心状に取り囲むハブと、当該ハブを同心状に取り囲むと共
に前記二つの切換位置のうちの一方において当該バブと係合する摺動スリーブと、を備え
た遊星歯車装置、特には工作機械のための２段の遊星歯車装置、から出てきたものである
。
【００１１】
　本発明によれば、この場合において、前記摺動スリーブが、前記内歯歯車から離れた側
の端において、前記ハブの軸に対して同心状に配置された中央直径部を有しており、当該
中央直径部は、摺動スリーブがハブとの係合位置にある時に、前記ハブの軸に対して同心
状に当該ハブ上に形成された中央カラーにより僅かな遊びで係合すると共にそれに当接し
ている、ということが意図されている。
【００１２】
　このいわゆる「係留された（gefangene）」摺動スリーブは、その或る切換位置におい
て前記中央カラー上で前記ハブと当接するが、従来の遊星歯車装置と比較してより僅かな
遊びを有する、という利点を有している。すなわち、当該切換位置において当該摺動スリ
ーブがハブと摺動スリーブとの間に実質的に有する遊びが、中央直径部と中央カラーとの
間の嵌め合いの遊びのみで構成されている。従来の機能、すなわち、摺動スリーブとハブ
との間の噛み合い結合を形成することは、完全に維持される。
【００１３】
　本発明の更なる実施の形態では、摺動スリーブの軸受が、収縮された固定リングによっ
て、軸方向に固定される。これは、それによって追加のアンバランスが全く発生しないと
いう利点がある。
【００１４】
　本発明の更なる実施の形態では、前記摺動スリーブの前記中央直径部の接近の際に最初
に前記ハブの前記中央カラーと接触する、前記中央直径部の摺動方向を横切って延びる縁
部には、傾斜が設けられている。同様に、前記中央直径部の接近の際に最初に当該中央直
径部と接触する、当該中央直径部の摺動方向を横切って延びる前記中央カラーの縁部に、
傾斜が設けられる、ということもあり得る。
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【００１５】
　これは、ハブに対する摺動スリーブの僅かな移動の際にも、中央直径部が問題無く中央
カラー上を走行できる、という追加の利点を有する。
【００１６】
　以下、図面に基づいて、本発明がより詳細に説明される。図面には、本発明による遊星
歯車装置の好適な実施の形態が示されている。
【００１７】
　唯一の図において、本発明の一実施の形態の遊星歯車装置の部分断面図が示されている
。それは、二段の遊星歯車装置として形成されており、工作機械への適用が決定されてい
る。
【００１８】
　この遊星歯車装置は、駆動軸１を有しており、当該駆動軸１は、太陽歯車２と接続され
ており、同様に、被駆動軸３を有しており、当該被駆動軸３は、遊星歯車キャリア１０と
接続されている。ここで、遊星歯車の一つが、符号１１で示されている。また、それは、
内歯歯車４を有しており、当該内歯歯車４は、第一切換位置において遊星歯車装置のハウ
ジング１２と接続可能であり、かつ、第二切換位置においてハブ６を介して太陽歯車２と
接続可能である。ハブ６は、駆動軸１を同心状に取り囲んでいる。摺動スリーブは符号５
で示されており、それは二つの切換位置の間でスイッチング（切換）を生じさせる。摺動
スリーブ５は、この場合、内歯歯車４上で軸方向に移動可能に軸支されている。
【００１９】
　当該唯一の図における上半部では、摺動スリーブ５がブレーキディスク１４と係合して
いる。この場合、当該切換位置は、二段の遊星歯車装置の伝達比ｉ＞１に対応している。
【００２０】
　本発明に従って、摺動スリーブ５は、内歯歯車４と反対側のその端において、ハブ６に
対して同心状に配置された中央直径部７を有している。それは、図１の下半部において図
示されているように、ｉ＝１の場合、摺動スリーブ５のハブ６との当該係合位置において
、ハブ６の軸に対して同心状であってその上に形成された中央カラー８に係合すると共に
それに当接している。
【００２１】
　有利には、中央直径部７の接近の際に最初に中央カラー８と接触する、前記摺動方向を
横切って延びる中央直径部の縁部には、傾斜が設けられる。同様に有利な態様では、中央
直径部７の中央カラー８への接近の際に最初に当該中央直径部７と接触する、前記摺動方
向を横切って延びる中央カラーの縁部に、傾斜が設けられる。この際、中央直径部７と中
央カラー８との間の僅かな移動の際にも、中央直径部の中央カラー上の問題無い走行が可
能とされる。
【００２２】
　前記係合（Umgreifen）及び前記当接（Anliegen）によって、中央カラー８上で、中央
カラー８と中央直径部７との間に存在する遊びは、既に述べたように、従来の遊星歯車装
置において摺動スリーブと内歯歯車の歯との間に存在していた遊びよりも、顕著に小さい
。
【００２３】
　中央直径部７の上面には、更に、摺動スリーブ軸受１３のための固定リング９が設けら
れている。それは、好適には、収縮されている。この軸方向に固定する固定リング９は、
追加のアンバランスを全く生じさせることがない。
【００２４】
　摺動スリーブ５とハブ６とのセンタリングは、図中の上方に示された切換位置（ｉ＞１
）では、当該切換位置においては摺動スリーブ５が停止していてブレーキもしくはブレー
キディスク１４に係合しているために、必要が無い、ということが強調される。
【００２５】
　ハブと協働する側の摺動スリーブの端において中央直径部を設けること、並びに、ハブ
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上に中央カラーを設けることは、工作機械のための遊星歯車装置に限定されず、あらゆる
遊星歯車装置に適用され得る。その場合、摺動スリーブは、ハブあるいは他の接続部材と
係合する。例えば、自動車変速機の場合、それによって走行の円滑性が高められ、変速機
内のアイドリングノイズも顕著に低減される。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】図１は、本発明の一実施の形態の遊星歯車装置の部分断面図である。

【図１】
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